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一ー ~  
シンボルマーク 

人口と世帯 

子
ど
も
の
保
育
は
 

大
変
で
す
  

五
所
川
原
市
立
第
二
中
学
校
生
徒
 

長
橋
保
育
園
で
育
児
体
験
学
習
 

,
 

 

五
所
川
原
市
立
第
二
中
学
校
（
中
嶋
強
校
長
）
で
は
、
進
路
指
導
に
関
わ
る
学
習

の
一
環
と
し
て
、
生
徒
た
ち
が
将
来
に
向
け
社
会
人
と
し
て
職
業
を
持
つ
こ
と
の
厳

し
さ
を
学
び
取
る
た
め
、
十
二
月
二
十
一
日
、
長
橋
保
育
園

（
渋谷
と
く
園
長
）
で

体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
  

最
初
は
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
園
児
に
接
し
て
い
た
二
年
生
二
十
四
名
は
自
己
紹

介
や
園
児
た
ち
と
一
緒
に
手
作
り
絵
合
わ
せ
パ
ズ
ル
で
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
打
ち
解

け
、
帰
る
こ
ろ
に
な
る
と
仲
良
く
な
っ
た
園
児
た
ち
は
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
た
ち
と

の
お
別
れ
に
ち
ょ
っ
と
さ
び
し
そ
う
で
し
た
。
今
回
の
体
験
学
習
で
お
む
つ
の
取
り

替
え
体
験
を
し
た
泉
美
紀
さ
ん
は

「お
む
つ
交
換
も
大
変
だ
っ
た
け
ど
ズ
ボ
ン
を
は
  

と
は
知
ら
法
か
っ
た
」
と
育
児
の
大
変
さ
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五
農
の
生
徒
さ
ん
あ
り
がと
う

林
業
科
一
年
手
作
り
の

加
m
の
門
松
 

市
役
所
玄
関
を
飾
り
つ
け
 

市
内
飯
詰
地
区
で
十
二
月
三
十
一
日
、
 

大
み
そ
か
恒
例
の
裸
参
り
が
行
わ
れ
、
 

大
し
め
縄
、
三
俵
な
ど
を
担
い
だ
若
者

士

一
人
が冷
水
の
激
励
を
受
け
な
が
ら

飯
詰
稲
荷
神
社
に
参
拝
、
新
年
の
豊
作

を
祈
り
ま
し
た
。
 

同
地
区
の
裸
参
り
は
、
三
百
年
以
上

続
い
て
い
る
行
事
で
沿
道
に
は
大
勢
の

住
民
が
集
ま
り
「
さ
い
ぎ
、
さ
い
ぎ
ー
」
 

の
掛
け
声
で
町
内
を
練
り
歩
く
若
者
に

用
意
し
た
と
バ
ケ
ツ
の
水
を
次
々
浴
び

せ
新
年
の
景
気
づ
け
を
し
ま
し
た
。
 

》
「
 

!1
 

火
事
な
ど
災
害
の
な
い
明
る
い
年
を

祝
う
、
五
所
川
原
市
消
防
団

（小
笠
原

長
生
団
長
）
の
出
初
め
式
が

一月
五
日
、
 

エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
 

駐
車
場
で
十
分
団
、
約
五
百
十
人
の
団

員
と
四
十
七
台
の
ポ
ン
プ
車
が
繰
り
出

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

団
員
は
、
観
閲
者
の
成
田
市
長
に
よ

る
服
装
、
機
械
器
具
点
検
を
受
け
た
後
、
 

堂
々
の
分
列
行
進
を
し
ま
し
た
。
引
き

続
き
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
団
員
に
よ

る
勇
壮
な
ま
と
い
振
り
が
披
露
さ
れ
、
 

第
二
分
団
第
三
部
（
広
田
）
な
ど
四
つ

の
優
秀
分
団
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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曾

意
の
花
か
④

ー
と
つ
も
あ
り
がとつ
ご
ざい
ま
した
ー
 

＠
市
立
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

〇
五
所
川
原
口
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
．フ

（
坂田
啓

一
会
長
）
廿
十
万
円
。
 

〇
匿
名
希
望

廿
百

万
円
。
 

〇
税
理
士
田
中
文
雄
事
務
所
（
田
中
文
雄
代
表
）
廿
三
十
万
円
。
 

0
五
所
川
原
市
へ
 

〇
N
T
T
東
日
本
五
所
川
原
支
店
（
高
橋
学
支
店
長
）
廿
寄
贈
（
電
話
お
願
い
 

手
帳
百
冊
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
送
信
用
紙
百
冊
）
。
 

※
五
所
川
原
市
で
は
、
寄
贈
さ
れ
た
 
「電
話
お
願
い
手
帳
」
 
「フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
 

送
信
用
紙
」
を
五
所
川
原
ろ
う
あ
協
会
に
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。
 

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
裏
千
家
和
敬
会
（
江
渡
宗
稚
代
表
）
廿
三
万
八
千
九
百
七
＋
一
円
。
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
五
所
川
原
保
育
園
（
小
笠
原
亮
一
代
表
）
廿
慰
間
（
園
児
五
十
名
に
よ
る
遊
 

戯
と
楽
器
演
奏
）
、寄
贈
（
み
か
ん
二
箱
）
。
 

〇
第
一
・
第
ニ
さ
つ
き
保
育
園

（
木
村京
子
代
表
）
廿
慰
問
（
園
児
・
保
父
母
 

百
十
三
名
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
楽
器
演
奏
）
。
 

〇
さ
く
ら
保
育
園

（
大津
公
至
代
表
）
ー
慰
問

（
園
児
三
十
五名
に
よ
る
遊
戯
 

と
劇
）
、寄
贈
（
陶
芸
の
コ
ッ
プ
と
飾
り
物
各
六
十
個
）
。
 

⑥
教
育
委
員
会
へ
 

〇
柳
灘
精
太
郎
さ
ん

（
東
京都
豊
島
区
巣
鴨
五
ー
三
四
 
二
八）
廿
一
一
十五
万
円
 

（五
所
川
原
小
学
校
児
童
図
書
購
入
費
と
し
て
）
。
 

、
、
ん
 

新
年
へ
の

景
気
づ
け
 

飯

詰
裸

参
り
 

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
 

願
い
を
込
め
 

（
五所
川
原
市
消
防
団
出
初
め
式
ン
 

十
二
月
二
十
七
日
、
五
農
林
業
科

一

年
生
と
先
生
の
手
作
り
に
よ
る
門
松
が

市
役
所
の
玄
関
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。
 

門
松
作
り
は
、
平
成
十
四
年
の
五
農

創
立
百
周
年
に
向
け
た
活
性
化
事
業
の

一
環
で
、
林
業
科
の
特
色
を
生
か
そ
う

と
初
め
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
同
校
の
 

o
B
が
働
く
「
ね
ぶ
た
の
里
」
 
で作
り

方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
先
生
た
ち
が
生

徒
ら
と
一
緒
に
製
作
し
た
も
の
で
、
孟

宗
竹
以
外
の
杉
や
ナ
ナ
カ
マ
ド
な
ど
は
、
 

す
べ
て
同
校
の
実
習
場
に
あ
る
も
の
を

使
い
ま
し
た
。
ま
た
、
津
軽
鉄
道
五
所

川
原
駅
の
入
り
口
に
も
飾
ら
れ
ま
し
た
。
 

)
 〕丁

 

新
年
の
名
刺
交
換
会
が

一
月
一
日
、
 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
で
約
百

三
十
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
名
刺
交
換
会
は
、
市
、
商
工
会

議
所
、
ご
し
ょ
が
わ
ら
市
農
業
協
同
組

合
が
共
催
参
加
し
た
人
達
が
新
年
を
祝

う
と
と
も
に
交
流
と
親
睦
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
 

同
会
で
、
成
田
市
長
は
 
「
今
年は
辰

年
で
す
。
竜
天
に
昇
る
と
い
う
言
葉
に

あ
や
か
り
勢
い
の
あ
る
年
と
な
る
よ
う
、
 

市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」
 と
抱
負
を
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べ
て
い
ま
し
た
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豊
島
区
巣
鴨
五
ー
三
四
ー
二
八
）
廿
一
一
十五
万
円
 

（五
所
川
原
小
学
校
児
童
図
書
購
入
費
と
し
て
）
。
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囲
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貿
W
』
回
覇グ
 

ハ
ッピ
ー
バ
ー
ス
デー

 

命
か
が
や
く
瞬
間

原
作
者
青
木
和
雄
氏
講
演
会
 

「ハ
ッピ
ー
パ
ー
ス
デー
」
実
行
委員
会
 

五
所
川
原
お
やこ
劇
場
 
費3
4)
21
7o
 

子
ど
も
の
こ
と
を
一
緒
に考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
 

●

1
月
2
2日
国
 
1
8時
3
0分
ー
2
0時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
小
ホ
ー
ル
 

※
1
5分
前
か
ら
の
受
付
で
す
。
 

◇
参
加
費
  
3
0
0
円
 

◇
後
援
 

五
所
川
原
市
・
市
教
育
委
員
会
 

※
託
児
室
（
無
料
）
も
用
意
し
て
い
ま
 

す
の
で
、
利
用
希
望
の
方
は
1
月
2
0
 

日
困
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

平
成
1
2年
度
 
五
所
川
原
市

合
同
除
厄
祈
願
祭
 

五
所
川
原
市
役

所
内
事

務
局

建
築
住
宅
課
 
一
一P
 淳
 
内
線3
3
2
 

下
水
道
課
 
北
川
智
章
 
内
線3
1
3
 

福
祉
事
務
所
 
山
谷仁
史
 
内
線5
3
3
 ●

2
月
6
日
同
 

祭
事

1
3時
ー
 
祝
宴

1
5時
ー
1
7時
 

プ
ラ
ザ
マ
リ
ュ
ウ
五
所
川
原
 

◇
会
費

・
男
性
 
1
2
0
0
0
円
 

・

女
性
 
1
0
0
0
0
円
 

◇
会
費
の
納
入
方
法
は
左
記
の
銀
行
口

座
に
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。
 

・

青
森
銀
行
五
所
川
原
支
店

普
通
口
座
 
1
8
8
6
2
1
1
 

・

み
ち
の
く
銀
行
五
所
川
原
支
店
 

普
通
口
座
 
1
5
4
4
1
4
4
 

五
所
川
原
市
合
同
除
厄
祈
願
祭
実
行
 

委
員
会
 
代
表
 
山
谷
仁
史
 

※
両
銀
行
と
も
名
義
人
は
同
じ
で
す
。
 

◇
申
込
締
切
 

1
月
2
0日
困
ま
で
に
会
費
振
込
及
び
 

参
加
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

平
成
1
2年
度
 
五
所
川
原
市

合
同
除
厄
（
後
厄
）
祈
願
祭
 

五
所
川
原
市
役

所
内
事

務
局

農
業
委
員
会
 
一
戸
正
博
 内
線
2
4
3
 

建
築
住
宅
課
 
対
馬
 
肇
 内
線
3
3
1
 

農
 
政
 
課
 山
内
康
樹
 
内
線3
5
2
 

●

1
月
2
9日
出
 

祭
事

1
7時
ー
 
祝
宴

1
8時
ー
 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
 

◇
会
費
 
男
女
と
も
7
0
0
0
円
 

◇
会
費
の
納
入
方
法
 

当
日
会
場
に
て
徴
収
し
ま
す
。
 

◇
申
込
締
切
 

準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
1
 

月
2
4日
の
ま
で
に
事
務
局
に
）」
連絡
 

第
7
回
津
軽
金
山
焼
 

冬
の
陶
器
祭
り
 

津
軽
金
山

焼
窯
業

協
同
組

合
 

公
（2
9)3
3
5
0
 

●

1
月
3
0日
同
 
1
0時
ー
1
7時

津
軽
金
山
焼
窯
業
協
同
組
合
敷
地
内

◇
内
容
 
大
登
り
窯
窯
出
し
即
売
会
、
 

陶
芸
教
室
、
雪
上
宝
探
し
大
会
、
餅

つ
き
大
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。
 

※
詳
し
く
は
電
話
に
て
お
間
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

日
本
農
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
2
1に

笠
井
実
さ
ん
が
参
加
し
ま
す
 

1
月
1
8日
因
に
東
京
都
千
代
田
区
イ

イ
ノ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
 
「日
本
農
業

フ
ォ
ー
ラ
ム
ー
共
に
語
る
食
料
・
農
業
 

・

農
村
ー
」
 
に当
市
よ
り
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
大
規
模
専
業
農
家
の
笠
井
実
さ

ん
が
全
国
の
農
家
代
表
と
し
て
参
加
し

ま
す
。
他
に
、
放
送
作
家
の
永
六
輔
さ

ん
、
食
生
活
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
岸
朝

子
さ
ん
等
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加

し
ま
す
。
 

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
様
子
は
2
月
1
9日
田
 

1
3時
よ
り
N
H
K
衛
生
第
1

「
B
S
 

フ
ォ

ー
ラ
ム
」
 
で放
映
さ
れ
ま
す
の
で
、
 

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

※
祈
願
だ
け
の
方
は男
女
と
も
6
0
0
0円
 

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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0
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調
訓
 

一
 
」
 

地
】
 

一
旦
 

旧
砺
 

工
 

」か
リ
 

粁
」
 

A
云

ず
 

冊
休
 

Iム
 

k
ー
 

力
ノ
 

エ
 

県
の
誘
致
企
業
と
し
て
、
市
内
の
青

森
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
ハ
イ
テ
ク
工
業
団
地

漆
川
に
進
出
す
る
エ
ク
ト
ム
株
式
会
社
 

（
田
中
隆代
表
取
締
役
）
の
工
場
立
地

基
本
協
定
調
印
式
が
、
十
二
月
二
十
一

日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

同
社
は
、
油
圧
・
空
圧
部
品
や
通
信

機
器
販
売
な
ど
を
手
掛
け
る
株
式
会
社

東
光
通
商

（
本社
東
京
都
八
王
子
市
、
 

沖
崎
金
光
社
長
）
の
関
連
会
社
と
し
て

十
二
月
1
11日
に
設
立
さ
れ
、
成
長
分
野

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
携
帯
電
話
や

通
信
機
器
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
外
装
の
金

型
設
計
製
作
、
成
形
加
工
ゃ
設
計
ソ
フ
 
 

ト
の
販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。
今
年
三

月
ま
で
に
工
場
を
建
設
し
、
地
元
か
ら

四
人
を
採
用
し
て
操
業
を
開
始
し
、
順

次
事
業
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 

式
で
は
成
田
市
長
の
 
「高
度
な
技
術

を
駆
使
し
て
い
る
御
社
を
、
当
市
産
業

の
一
翼
と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

い
う
歓
迎
の
挨
拶
を
受
け
た
田
中
隆
代

表
取
締
役
は
「
将
来
は
海
外
に
も
販
売

展
開
を
し
て
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し

た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

同
社
は
当
市
の
誘
致
企
業
と
し
て
一
一

十
六
社
目
と
な
り
、
 一
九
八
四
年
か
ら

分
譲
を
開
始
し
た
同
工
業
団
地
で
は

一

七
社
目
の
立
地
企
業
と
な
り
ま
す
。
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チ
ャイ
ル
ドシ
ー
トを
貸
付
しま
す
 

環
境
対

策
課
 

 

内
線

2
0
6
 

道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
1
2年
 

4
月
1
日
か
ら
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用

が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
と
も
な
い
市
で
は
、
乳
幼
児
の
交

通
安
全
を
図
る
た
め
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
貸
付
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
 

◇
貸
付
対
象
者
 

市
内
に
住
所
を
有
し
、
満
6
歳
未
満
の
乳

幼
児
の
保
護
者
若
し
く
は
養
育
者
。ま
た
、
 

普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
取
得
し
て
い

て
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
装
着
で
き
る

自
動
車
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
。
 

タ
ン
ー
ト
の
種
類
（
シ
ー
ト
合
計
台
数
約
6
0
0
台
）
 

・

乳
幼
児
用
ベ
ッ
ド
 
新
生
児
、
9
カ
月
位
ま
で
 

・

幼
児
用
シ
ー
ト
 
9
カ
月
位

、
3
歳
6
カ
月
位
ま
で
 

・

学
童
用
シ
ー
ト
 
3
歳
β
カ
月
位

、
6
歳
ま
で
 

◇
貸
付
期
間
 
貸
付
期
間
は
、
貸
付
の
日
か
ら
1
年
間
と
し
、
 

認
め
る
。
た
だ
し
、
幼
児
が
満
6
歳
に
達
す
る
ま
で
。
 

◇
貸
付
台
数
と
使
用
料
 

 

貸
付
の
更
新
を
 

 

貸
付
台
数
は
1
世
帯
に
つ
き
1
台
と
し
、
使
用
料
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
 

返
納
の
際
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
料
等
は
自
己
負
担
と
し
ま
す
。
 

◇
申
請
受
付
期
間
 
2
月
1
日
因

、
2
月
2
1日
囲
ま
で
 

◇
申
請
先
 
環
境
対
策
課
（
産
経
会
館
2
階
）
 

◇
申
請
に
必
要
な
も
の
 

運
転
免
許
証
、
住
民
票
の
写
し
又
は
保
険
証
、
車
検
証
の
写
し
、
印
鑑
、
申
 

請
書
（
申
請
書
は
環
境
対
策
課
及
び
各
支
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
）
 

◇
貸
付
の
決
定
 

希
望
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
に
よ
っ
て
貸
付
の
決
定
を
行
い
ま
す
。
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悪
質
商
法
な
ど
で困
つ
て

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
 

青
森
県

消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
 

費
0
1
7
7
(
2
2)
3
3
3
8
 

商
工
観
光
課
 

内
線

3
9
4
 

源
泉
徴
収
票
が
 

交
付
さ
れ
ま
す
 

国
保
年
金
課
 
内
線
2
1
1
、
2
1
3
 

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
か
ら
支

給
さ
れ
る
老
齢
年
金
（
老
齢基
礎
年
金
）
 

は
、
税
法
の
上
で
は
雑
所
得
と
さ
れ
、
 

課
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
は
社

会
保
険
庁
か
ら
、
源
泉
徴
収
票
が
1
月

末
日
ま
で
に
送
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
 

年
金
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た
り
、
医

療
費
等
の
控
除
を
受
け
る
た
め
確
定
申

告
を
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
源
泉
徴
収

票
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

源
泉
徴
収
票
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
 

紛
失
し
た
と
き
に
は
、
再
発
行
の
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
 
 

の
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
市
役
所
国

民
年
金
係
の
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
は
非
課
税
で
す
の
で
、
源
泉
徴
収

票
は
送
ら
れ
て
い
き
ま
せ
ん
。
 

特
定
計
量
器
定
期
検
査

の
実
施
に
つ
い
て
 

青
森
県
計

量
検
定
所
 

容
0
1
7
7
(
3
9)
8
5
5
5
 

市
商

工
観
光
課
 
内
線

3
9
4
 

平
成
1
2年
4
月
か
ら
5
月
に
か
け
て

特
定
計
量
器
定
期
検
査
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。
後
日
、
受
検
対
象
者
に
は
詳

し
い
日
程
に
つ
い
て
連
絡
し
ま
す
。
な

お
、検
査
で
は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。
 

〔
例
〕
 

⑨
機
械
式
は
か
り
 

ひ
ょ
う
量
1
0
0』
以
下
 

5
0
0
円

ひ
ょ
う
量
2
5
0ぬ
以
下
 

9
o
o円

⑥
電
気
式
は
か
り
 

ひ
ょ
う
量
1
0
0ぬ
以
下
 
1
4
o
o円

ひ
ょ
う
量
2
5
0ぬ
以
下
 
1
8
0
0円
 

県
の
消
費
生
活
相
談
員
が
、
消
費
生

活
に
関
す
る
苦
情
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
い
た
し
ま
す
の
 
 

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
当

日
は
電
話
で
の
受
付
も
い
た
し
ま
す
。
 

●

毎
月
第
3
木
曜
日
 
1
0時

、
1
5時
 

（
今月
は
1
月
2
0日
）
 

産
経
会
館
5
階
 
B
会
議
室
 

◇
実
施
日
相
談
用
電
話
 

容
（3
5)2
1
1
1
 内
線
5
8
4
 

◇
相
談
料
 
無
料
 

〔
悪
質
商
法
の

例
〕
 

＠
紳
士
録
商
法
 

元
軍
人
、
議
員
、
公
務
員
、
先
生
、
 

有
名
校
卒
業
者
な
ど
に
紳
士
録
へ
の
掲

載
や
購
読
を
勧
め
る
手
紙
、
電
話
が
掛

か
っ
て
き
た
ら
要
注
意
。
送
ら
れ
て
き

た
 
「予
約
確
認
書
J
 
2断
り
の
つ
も
り

で
署
名
押
印
す
る
と
、
後
日
「
請
求書
」
 

が
届
き
ま
す
。
 

、
五
所

川
原
市
立
 

図
書
館
か

ら
あ
れ

こ
れ
 

白
い
パ
イ
ロ
ツ
ト
 

こ
の
題
名
な
つ
か
し
い
で
し
ょ
う
。
 

図
書
館
で
は
手
塚
治
虫
全集
4
0
0冊

を
入
れ
ま
し
た
。
昔
、
少
年
誌
に
連
載

さ
れ
た
頃
友
達
に
借
り
て
読
ん
で
い
ま

し
た
。
で
も
、
最
後
ま
で
読
め
な
か
っ

た
の
で
結
末
を
知
ら
な
い
の
で
す
。
貸

し
て
く
れ
て
い
た
子
が
転
校
し
た
の
か
、
 

ケ
ン
カ
し
て
し
ま
っ
た
の
か
も
う
忘
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
。
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
方
、
子
ど
も
さ
ん
と
一
緒
に
読

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
 

,
 

r
 

特
定
計
量
器
定
期
検
査
 

の
実
施
に
つ
い
て
 

青
森
県
計

量
検
定
所
 

容
0
1
7
7
(
3
9)
8
5
5
5
 

市
商
工
観

光
課
 
内
線

3
9
4
 

悪
質
商
法
な
ど
で
困
つ
て

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
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源
泉
徴
収
票
が
 

交
付
さ
れ
ま
す
 

国
保
年
金
事
 
内
線
2
1
1
、
2
1
3
 

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
か
ら
支

給
さ
れ
る
老
齢
年
金
（老
齢
基
礎
年
金
）
 

は
、
税
法
の
上
で
は
雑
所
得
と
さ
れ
、
 

課
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
は
社

会
保
険
庁
か
ら
、
源
泉
徴
収
票
が
1
月

末
日
ま
で
に
送
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
 

年
金
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た
り
、
医

療
費
等
の
控
除
を
受
け
る
た
め
確
定
申

告
を
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
源
泉
徴
収

票
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

源
泉
徴
収
票
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
 

紛
失
し
た
と
き
に
は
、
再
発
行
の
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
 
 

の
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
市
役
所
国

民
年
金
係
の
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
は
非
課
税
で
す
の
で
、
源
泉
徴
収

票
は
送
ら
れ
て
い
き
ま
せ
ん
。
 

平
成
1
2年
4
月
か
ら
5
月
に
か
け
て

特
定
計
量
器
定
期
検
査
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。
後
日
、
受
検
対
象
者
に
は
詳

し
い
日
程
に
つ
い
て
連
絡
し
ま
す
。
な

お
、検
査
で
は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。
 

〔
例
〕
 

⑨
機
械
式
は
か
り
 

ひ
ょ
う
量
1
0
0
ぬ
以
下
 

5
0
0
円
 

ひ
ょ
う
量
2
5
0
ぬ
以
下
 

9
o
o円

⑨
電
気
式
は
か
り
 

ひ
ょ
う
量
l
o
o
』
以
下
 
1
4
o
o円
 

ひ
ょ
う
量
2
5
o
ぬ
以
下
  
1
8
0
0円
 

県
の
消
費
生
活
相
談
員
が
、
消
費
生

活
に
関
す
る
苦
情
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
い
た
し
ま
す
の
 
 

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
当

日
は
電
話
で
の
受
付
も
い
た
し
ま
す
。
 

●

毎
月
第
3
木
曜
日
 
1
0時
、
1
5時
 

（今
月
は
1
月
2
0日
）
 

産
経
会
館
5
階
 
B
会
議
室

◇
実
施
日
相
談
用
電
話
 

空
3
5)
2
1
1
1
 内
線
5
8
4
 

◇
相
談
料
 
無
料
 

〔
悪
質
商
法
の

例
〕
 

＠
紳
士
録
商
法
 

元
軍
人
、
議
員
、
公
務
員
、
先
生
、
 

有
名
校
卒
業
者
な
ど
に
紳
士
録
へ
の
掲

載
や
購
読
を
勧
め
る
手
紙
、
電
話
が
掛

か
っ
て
き
た
ら
要
注
意
。
送
ら
れ
て
き

た
「
予
約
確
認
書
」
に
断
り
の
つ
も
り

で
署
名
押
印
す
る
と
、
後
日
「
請
求
書
」
 

が
届
き
ま
す
。
 

、
五
所
川
原
市
立
 

図
書

館
か

ら
あ
れ

こ
れ
 

白
い
パ
イ
ロ
ツ
ト
 

こ
の
題
名
な
つ
か
し
い
で
し
ょ
う
。
 

図
書
館
で
は
手
塚
治
虫
全集
4
0
0冊

を
入
れ
ま
し
た
。
昔
、
少
年
誌
に
連
載

さ
れ
た
頃
友
達
に
借
り
て
読
ん
でい
ま

し
た
。
で
も
、
最
後
ま
で
読
め
な
か
っ

た
の
で
結
末
を
知
ら
な
い
の
で
す
。
貸

し
て
く
れ
て
い
た
子
が
転
校
し
た
の
か
、
 

ケ
ン
カ
し
て
し
ま
っ
た
の
か
も
う
忘
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
。
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
方
、
子
ど
も
さ
ん
と
一
緒
に
読

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
 

肋
）
●
幣
 

道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
1
2年
 

4
月
1
日
か
ら
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用

が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
と
も
な
い
市
で
は
、
乳
幼
児
の
交

通
安
全
を
図
る
た
め
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
貸
付
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
 

◇
貸
付
対
象
者
 

市
内
に
住
所
を
有
し
、
満
6
歳
未
満
の
乳

幼
児
の
保
護
者
若
し
く
は
養
育
者
。ま
た
、
 

普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
取
得
し
て
い

て
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
装
着
で
き
る

自
動
車
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
。
 

◇
シ
ー
ト
の
種
類
（
シ
ー
ト
合
計
台
数
約
6
0
0
台
）
 

・

乳
幼
児
用
ベ
ッ
ド
 
新
生
児

、
9
カ
月
位
ま
で
 

・

幼
児
用
シ
ー
ト
 
9
カ
月
位

、
3
歳
6
カ
月
位
ま
で
 

・

学
童
用
シ
ー
ト
 
3
歳
β
カ
月
位

、
6
歳
ま
で
 

◇
貸
付
期
間
 
貸
付
期
間
は
、
貸
付
の
日
か
ら
1
年
間
と
し
、
 
 
貸
付
の
更
新
を
 

認
め
る
。
た
だ
し
、
幼
児
が
満
6
歳
に
達
す
る
ま
で
。
 

◇
貸
付
台
数
と
使
用
料
 

貸
付
台
数
は
1
世
帯
に
つ
き
1
台
と
し
、
使
用
料
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
 

返
納
の
際
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
料
等
は
自
己
負
担
と
し
ま
す
。
 

◇
申
請
受
付
期
間
 
2
月
1
日
因
、
2
月
2
1日
卿
ま
で
 

◇
申
請
先
 
環
境
対
策
課
（
産
経
会
館
2
階
）
 

◇
申
請
に
必
要
な
も
の
 

運
転
免
許
証
、
住
民
票
の
写
し
又
は
保
険
証
、
車
検
証
の
写
し
、
印
鑑
、
申
 

請
書
（
申
請
書
は
環
境
対
策
課
及
び
各
支
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
）
 

◇
貸
付
の
決
定
 

希
望
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
に
よ
っ
て
貸
付
の
決
定
を
行
い
ま
す
。
 

【
 

r
 



保
留
地
の
売
却
は
公
開
抽
選
に
よ
り
行
い
ま
す
。
 

◇
土
地
の
概
要
 

現
況
は
宅
地
で
す
。な
お
、農
地
転
用
は
市
が
行
い
ま
す
。
 

◇
抽
選
参
加
に
必
要
な
書
類
 

・

抽
選
参
加
申
込
書
（
市
で
用
意
し
て
い
ま
す
）
 

・

認
め
の
印
鑑
 

・

住
民
票
抄
本
 

・

身
分
証
明
書
（
本
籍
地
よ
り
発
行
）
 

◇
募
集
期
間
 

1
月
1
7日
卿

、
2
月
4
日
団
 

※
土
曜
日
、
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。
 

◇
抽
選
の
日
時
及
び
場
所
 

2
月
1
0日
困
 
1
3時
3
0分
 

市
中
央
公
民
館
 

◇
契
約
の
締
結
日
等
 

・
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
1
0日
以
内
と
し
ま
す
。
 

・
契
約
保
証
金
は
1
0
0
分
の
5
以
上
と
し
ま
す
。
 

・

売
買
代
金
は
6
0日
以
内
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

1 	 「  

1 市営住宅

しチ鳥団地 

「／ 

寒 
に
 

「
 H

 11日 
ロ
 

一n 「つ 
道路は計画中を含む） 

山コロ1 

1 

土
地
売
却
（
保
留
地
）
の
お
知
ら
せ
 

南
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
ー
 

◇売却物件―覧 

申し込み及び問い合わせ先 

都市計画課 区画整理室 内線324・325 

物
番
 
件
号
 

面
  

積

而
 

単
  

価
円
 

売 却 価 格 

（円） 

用途区分 道路幅員 

(m) 

409 36.300 14,846,700 第1種住居 I 2m 

〔
ノ」
 
 

312 40,000 12,480,000 第1種低層 12m 

(
'J
  

329 40,000 13,160,000 第1種低層 12m 

4
,
 
 

341 40,000 13,640,000 第 1種低層 12m 

【h
J
 
 

280 37,300 10,444,000 第1種低層 6m と 4 rn 

6
  

293 34,000 9.962,000 第 1種低層 6m 

7
  

280 34,000 9,520,000 第 1種低層 (
3
m
 

 

只
〕
 
 

295 31,000 9,145,000 第 1種低層 (3m 

9
  

244 33,000 8.0 52. 000 第1種低層 6m 

10 243 33,000 8.019,000 第1種低層 6m 

354 40,000 14.160,000 第1種低層 I 2nlと 6m 

12 244 33,000 8.05 2, 0 00 第 1種低層 6m 

13 244 33,000 8,052,000 第 1種低層 6m 

中
央
公
民
館
み
ん
な
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
紹
介
 

中
央
公
民
館
 容

（3
5)
6
0
5

6
 

●

1
月
2
5日
因
、
2
月
1
3日
同
 

中
央
公
民
館
 

◇
2
階
ギ
ャ
ラ
リ

ー
 

『五
所
川
原
市
写
真
ク
ラ
ブ
写
真
展
」
 

東
奥
日
報
掲
載
の
写
真
コ
ラ
ム
 
「
故
 

郷
を
撮
り
続
け
て
」
 1
4点
を
展
示
。
 

◇
3
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

『川
柳
岩
木
吟
社
色
紙
展
』
 

五
所
川
原
市
文
化
振
興
会
加
盟
の
川
 

柳
岩
木
吟
社
に
よ
る
色
紙
展
。
 

※
 
「
み
んな
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
展
示
希
 

望
の
方
は
、
中
央
公
民
館
に
お
申
し
 

込
み
く
だ
さ
い
。
 

こ
こ

ろ
の
 

相
談
日
 

五
所
川
原
保

健
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予
防
課
 

合
（3
4)
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0
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次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◇
老
人
精
神
で
は
 

・

最
近
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
 

・

夜
、
眠
れ
な
い
で
騒
い
で
い
る
 

〔
老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
〕
 

●

2
月
8
日
因
 
1
3時

、
1
4時
 

五
所
川
原
保
健
所
 

◇
相
談
担
当
 
精
神
科
医
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保
留
地
の
売
却
は
公
開
抽
選
に
よ
り
行
い
ま
す
。
 

◇
土
地
の
概
要
 

現
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宅
地
で
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お
、農
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が
行
い
ま
す
。
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抽
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住
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◇
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。
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翌
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。
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。
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。
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しチ鳥団地 

「／ 

寒 
に
 

「
 H

 11日 
ロ
 

一n 「つ 
道路は計画中を含む） 
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280 34,000 9,520,000 第 1種低層 (
3
m
 

 

只
〕
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244 33,000 8.0 52. 000 第1種低層 6m 

10 243 33,000 8.019,000 第1種低層 6m 

354 40,000 14.160,000 第1種低層 I 2nlと 6m 

12 244 33,000 8.05 2, 0 00 第 1種低層 6m 
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介
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リ
ん
ご
園
の
草
刈
る
夫
の
傍
に
椋
鳥
群
れ
て
虫
を
啄
む
 

と
芸
《
又
永
わ
ら
 

さ
ま
ざ
ま
な
人
名
の
付
く
口
ッ
キ
ー
の
連
な
る
氷
山
果
て
女
く
「
づ
く
 

下
 
山
 
サ
 

・

k
ー
 

平
 

山
 
清
 

世
 

朝
光
に
白
露
の
ひ
か
る
道
行
け
ば
西
空
に
懸
か
る
望
月
詫
び
し
 

山
 
形
 
礼
 

子
 

町
と
村
い
く
「
か
過
ぎ
て
来
し
畑
扉
風
山
メ
ロ
ン
車
窓
に
匂
ふ
 

斉
 
藤
 

由
 

雄
 

逝
き
し
と
は
思
（
ぬ
人
の

一
周
忌
墓
の
芝
生
に
千
振
咲
き
て
 

小
笠
原
 
俊
 

亮
 

下
 
山
 
チ
 

エ
 

朝
明
の
空
に
透
リ
て
郭
公
の
初
暗
く
声
に
眠
り
よ
り
覚
む
 

〔五
所

川
原
短
歌

会
〕

ー
短
歌

ー
 

題

字
 
斉
 

藤
 
土
旧
 
泉
 

針
の
糸
音
た
て
て
は
じ
き
縫
ふ
く
せ
ょ
遠
き
日
垂
の
な
し
し
ご
と
く
に
 

開
 
米
 
藤
 

枝
 

た
っ
ぷ
リ
ど
水
を
吸
ひ
花
開
く
ユ
リ
に
希
望
の
ニ
字
を
見
出
す
 

蝦
 
名
 
麗
 

子
 

祭
礼
の
太
鼓
を
打
ち
て
ね
リ
歩
く
し
き
た
リ
な
「
か
L
港
の
町
の
 

山
 
上
 
和
 

美
 

幾
度
か
初
夏
の
北
海
道
を
撃
”
」来
し
気
ま
ま
な
旅
の
た
の
し
か
リ
け
リ
 

北
 

川
 
要
ニ

郎
 

4月1日から空きびん・ペットボトル 
のリサイクルが新たに始まりますグ 

リサイクル開始にあたり、新しい収集日程の

説明とともに、皆さんからのご意見をお聞きする

ための懇談会を開催いたしますので、是非最寄

りの会場までお越しください。 

「容器包装リサイクル法」に基づき、平成12 
年度から県内全市町村において分別収集が実施

されます。ごみのリサイクルは、資源の有効利

用という観点から重要です。生活や産業活動に

必要な資源の大半を外国から輸入している我が

国では、廃棄物として排出されているものを単

に 「ごみ」 として処理するだけでなく、再生資

源として積極的に活用しなければなりません。 

今、 リサイクルによってごみをできるだけ排

出しない取り組みが求められています。市民の

皆さんのご理解、ご協力をお願いします。 

	ノ 自 

	ノ 
詰 

空き びん 

合舎 
ペットボトル 

間い合わせ先 環境対策課内線231・233 

◇日 程表（各会場とも18時より） 

月日 曜日 開 	催 	場 	所 

2/7 月
  

高野文化センター 

コミュニテイセンタ一七和 

福山コミュニテイ消防センター 

2/ 8 火
  

コミュニテイセンター長橋 

中泉集会所 

梅沢コミュニテイセンタ― 

〔
乙
 

9
  

ノ
  

水
  

吹畑コミュニテイ消防センタ― 

コミュニテイセンタ一松島 

コミュニテイセンタ一飯詰 

2/10 木
  

十川集会所 

コミュニテイセンタ一中川 

桜田集会所 

2/14 日
  

毘沙門・長富コミュニテイセンタ― 

長富コミュニテイ消防センタ― 

コミュニテイセンター三好 

2/15 火
  

高瀬集会所 

小曲農村婦人の家 

コミュニテイセンタ―栄 

〔
ノ」
 

Jノ
 

‘ー
  
6
  

水
  

五所川原市森の家（新宮国地） 

しきしまコミ二1 
中央コミュニテイセンター 

ニテイセンター 

2/17 木
  

富士見コミュニテイセンタ― 

中央公民館 

みなとコミュニテイセンタ― 

2/18 金 藻川コミュ二テイ消防センタ― 

市民と語るリサイクル懇談会を開催します 

五所川原市役所 容35-2111 
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4月1日から空きびん・ペツトボトル 
のリサイクルが新たに始まります'I 

リサイクル開始にあたり、新しい収集日程の

説明とともに、皆さんからのご意見をお聞きする

ための懇談会を開催いたしますので、是非最寄

りの会場までお越しください。 

「容器包装リサイクル法」に基づき、平成12 
年度から県内全市町村において分別収集が実施

されます。ごみのリサイクルは、資源の有効利

用という観点から重要です。生活や産業活動に

必要な資源の大半を外国から輸入している我が
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今、 リサイクルによってごみをできるだけ排
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皆さんのご理解、ご協力をお願いします。 
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コミュニテイセンター三好 
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高瀬集会所 

小曲農村婦人の家 
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2/16 水
  

五所川原市森の家（新宮国地） 
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中央コミュニテイセンタ― 
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農
家
・
林家
の
皆様
へ
 

講纏
」
難
 

2Oロロ年世”．“，セノサユ 

西
北
中
央
病
院

小
児
科
 

荒
井
宏
治
先
生
の
ワ
ンポ
イ
ン
トク
リ
ニ
ック
 

〔イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
〕
 

完
全
で
は
な
い
 
し
か
し
現
時
点
で

は
も
つ
と
も
科
学
的
に
有
効
 

い
つ
も
冬
が
近
づ
く
と
お
母
さ
ん
方

か
ら
、
「イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

を
や
っ
た
方
が
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
」
 

と
聞
か
れ
ま
す
。
そ
こ
で
「
ワ
ク
チ
ン

を
や
っ
て
も
風
邪
は
ひ
き
ま
す
が
、
や

ら
な
い
よ
り
は
い
い
で
す
よ
。
自
分
は

毎
年
ゃ
っ
て
ま
す
し
、
自
分
の
子
ど
も

に
は
や
ら
せ
て
い
ま
す
」
と
答
え
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
 

冬
に
流
行
す
る
風
邪
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
も
の
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て
も
、
そ
の
他

の
ウ
ィ
ル
ス
が
原
因
に
よ
る
風
邪
に
は

か
か
り
ま
す
。
で
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
ィ
ル
ス
が
最
も
重
症
化
す
る
風
邪

で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
は
も
と

も
と
鳥
の
ウ
ィ
ル
ス
で
、
こ
れ
を
渡
り

鳥
が
シ
ベ
リ
ア
の
方
か
ら
毎
年
冬
に
な

る
と
運
ん
で
く
る
の
で
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
は
突
然
変
異
を
お
こ

し
ゃ
す
く
色
々
な
変
異
型
（
こ
れ
を
株

と
い
い
ま
す
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

流
行
株
を
そ
の
春
頃
ま
で
に
国
立
衛
生

研
究
所
が
予
測
し
、
ワ
ク
チ
ン
作
り
が
 

開
始
さ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
ワ
ク
チ

ン
は
3
種
類
の
株
に
対
す
る
免
疫
が
で

き
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
今
年
の
流
行
予
測
株
や
昨
年
の
流
行

株
な
ど
も
含
ま
れ
て
、
出
来
る
だ
け
今

年
の
本
当
の
流
行
株
に
対
応
で
き
る
よ

う
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
で
も
本

当
の
流
行
株
が
流
行
予
測
株
と
違
う
場

合
も
あ
り
え
ま
す
し
、
翌
年
は
翌
年
用

の
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
 

そ
れ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
は
生
成
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
春

に
流
行
株
を
予
測
し
て
か
ら
、
そ
の

ウ
ィ
ル
ス
の
培
養
を
繰
り
返
し
て
弱
毒

化
し
て
生
ワ
ク
チ
ン
を
作
る
の
で
は
冬

ま
で
に
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
に
化
学

処
理
を
施
し
て
ウ
ィ
ル
ス
表
面
の
蛋
白

成
分
の
み
が
抽
出
さ
れ
て
作
ら
れ
る
不

活
性
化
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
だ
か
ら
複
数

回

（
一
般
に2
回
）
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
し
、
免
疫
獲
得
効
率
や
免
疫

維
持
期
間
に
個
人
差
が
あ
る
の
で
す
。
 

で
も
や
っ
ぱ
り
冬
の
風
邪
の
中
で
重

症
な
も
の
を
予
防
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
 

現
時
点
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
以
上
に
科
学
的
に
有
効
な
手
だ
て
は

他
に
な
い
の
で
す
。
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、
 

《
 

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
 

で
愛
・
ふ
れ
愛
・
め
ぐ
り
愛

若
者
交
流
パ
ー
テ
ィ

ー
 

農
業
委

員
会
 

内
線

2
4
2
 

エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
 

1
 
2
階
ェ
ル
ム
ホ
ー
ル
 

◇
申
込
方
法
 

農
業
委
員
会
又
は
最
寄
り
の
農
協
 

窓
口
ま
で
（
電
話
で
も
受
付
可
）
 

◇
申
込
締
切
 
2
月
4
日
国
 

◇
参
加
料
 
1
0
0
0
円
 

◇
内
容
 
会
食
、
ゲ
ー
ム
、
自
己
紹
介
 

フ
リ
ー
ト
ー
ク
な
ど
 

◇
主
催
 

五
所
川
原
市
農
業
者
年
金
協
会
 

「ま
ご
こ
ろ
ケ
ア」
開催
 

働
く
婦
人

の
家
 

公
（
3
5)
88
9
8
 

ヘ
ル
パ
ー
業
務
に
備
え
て
復
習
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
 

●

1
月
2
6日
困
 
1
0時
ー
1
5時
 

働
く
婦
人
の
家
 
軽
運
動
場
 

◇
内
容
 
介
護
実
習
及
び
疑
似
体
験
 
 

◇
講
師
 
五
所
川
原
保
健
所
 

主
査
保
健
婦
 
後
藤
厚
子
さ
ん
 

◇
受
講
資
格
 
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
1
3
級
 

以
上
の
有
資
格
者
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
定
員
 
2
0名
（
先
着
順
）
 

※
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
 

農
業
所

得
を
標
準
で
 

計
算
さ
れ

て
い
る
 

農
家
の

皆
様
へ
 

税
務
署
 

公
（3
4)3
1
3
6
 

平
成
1
2年
分

（
平
成1
3年
2
月
1
6日
 

1
3
月
1
5日
申
告
分
）
か
ら
農
業
所
得

標
準
の
計
算
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。
 

①
水
稲
、
野
菜
畑
、
果
樹
畑
な
ど
の
所

得
金
額
の
農
業
標
準
に
よ
る
計
算
は
、
 

収
入
金
課
税
方
式

（
収入
金
額
×
所

得
率
）
と
な
り
ま
す
。
 

収
入
金
額
は
、
販
売
金
額
と
家
事
消

費

・
事
業
消
費
の
合
計
額
で
計
算
し

ま
す
。
 

②
ハ
ウ
ス
作
物
を
栽
培
し
て
い
る
方
は

他
の
作
物
も
含
め
農
業
所
得
の
計
算

を
収
支
計
算
に
よ
り
算
出
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
 

③
各
作
物
ご
と
の
所
得
金
額
を
計
算
し

た
後
、
農
業
全
般
に
共
通
す
る
経
費

に
つ
い
て
は
、「共
通
控
除
経
費
」
（
車

両
・
固
定
資
産
の
減
価
償
却
費
・
修

繕
費

・
雑
費
等
）
と
し
て
控
除
し
ま

す
0
 

④
上
記
③
の
他
に
、
実
額
で
控
除
す
る

経
費
を
設
け
て
い
ま
す
。
 

農
業
標
準
は
、
申
告
の
た
め
の
単
な

る
目
安
で
す
。
J
A
の
営
農
口
座
を
集

計
す
る
「
年
間
取
引
実
績
表
」
な
ど
を

基
に
、
J
A
取
引
以
外
の
収
入
・
経
費

に
つ
い
て
補
完
記
帳
す
る
こ
と
に
よ
り
、
 

容
易
に
収
支
決
算
が
で
き
ま
す
の
で
、
 

ご
自
分
の
個
別
の
事
情
を
表
す
こ
と
の

で
き
る
収
支
決
算
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

な
お
、
平
成
1
1年
分
ま
で
は
従
来
通

り
の
標
準
方
式
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
税
務
署
ま
た
は
市
税

務
課

（
内
線4
2
4
・
4
2
5
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
1
2年
2
月
 

1
日
に
「
2
0
0
0年
世
界
農
林
業
セ

ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
0
 

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
農
林
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
基
本
的
な
調
査

で
す
。
調
査
員
が
お
持
ち
す
る
調
査
票

に
農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
を
記
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
調
査
の
内
容
に
つ
い
て
は
統

計
法
に
よ
り
固
く
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
。
 

農
林
水
産
省
・
青
森
県
・
五
所
川
原
市
 

西
北
中
央
病
院
小
児
科
 

荒
井
宏
治
先生
の
ワ
ンポ
イ
ン
トク
リ
ニ
ック
 

〔イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
〕
 

完
全
で
は
な
い
 
し
か
し
現
時
点
で

は
も
っ
と
も
科
学
的
に
有
効
 

い
つ
も
冬
が
近
づ
く
と
お
母
さ
ん
方

か
ら
、
「イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

を
や
っ
た
方
が
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
」
 

と
聞
か
れ
ま
す
。
そ
こ
で
「
ワ
ク
チ
ン

を
や
っ
て
も
風
邪
は
ひ
き
ま
す
が
、
や

ら
な
い
よ
り
は
い
い
で
す
よ
。
自
分
は

毎
年
や
っ
て
ま
す
し
、
自
分
の
子
ど
も

に
は
や
ら
せ
て
い
ま
す
」
と
答
え
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
 

冬
に
流
行
す
る
風
邪
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
も
の
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て
も
、
そ
の
他

の
ウ
ィ
ル
ス
が
原
因
に
よ
る
風
邪
に
は

か
か
り
ま
す
。
で
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
ィ
ル
ス
が
最
も
重
症
化
す
る
風
邪

で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
は
も
と

も
と
鳥
の
ウ
ィ
ル
ス
で
、
こ
れ
を
渡
り

鳥
が
シ
ベ
リ
ア
の
方
か
ら
毎
年
冬
に
な

る
と
運
ん
で
く
る
の
で
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
は
突
然
変
異
を
お
こ

し
や
す
く
色
々
な
変
異
型

（
こ
れを
株

と
い
い
ま
す
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

流
行
株
を
そ
の
春
頃
ま
で
に
国
立
衛
生

研
究
所
が
予
測
し
、
ワ
ク
チ
ン
作
り
が
 

開
始
さ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
ワ
ク
チ

ン
は
3
種
類
の
株
に
対
す
る
免
疫
が
で

き
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
今
年
の
流
行
予
測
株
や
昨
年
の
流
行

株
な
ど
も
含
ま
れ
て
、
出
来
る
だ
け
今

年
の
本
当
の
流
行
株
に
対
応
で
き
る
よ

う
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
で
も
本

当
の
流
行
株
が
流
行
予
測
株
と
違
う
場

合
も
あ
り
え
ま
す
し
、
翌
年
は
翌
年
用

の
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
 

そ
れ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
は
生
成
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
春

に
流
行
株
を
予
測
し
て
か
ら
、
そ
の

ウ
ィ
ル
ス
の
培
養
を
繰
り
返
し
て
弱
毒

化
し
て
生
ワ
ク
チ
ン
を
作
る
の
で
は
冬

ま
で
に
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
に
化
学

処
理
を
施
し
て
ウ
ィ
ル
ス
表
面
の
蛋
白

成
分
の
み
が
抽
出
さ
れ
て
作
ら
れ
る
不

活
性
化
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
だ
か
ら
複
数

回
（
一
般
に
2
回
）
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
し
、
免
疫
獲
得
効
率
や
免
疫

維
持
期
間
に
個
人
差
が
あ
る
の
で
す
。
 

で
も
や
っ
ぱ
り
冬
e
風
邪
の
中
で
重

症
な
も
の
を
予
防
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
 

現
時
点
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
以
上
に
科
学
的
に
有
効
な
手
だ
て
は

他
に
な
い
の
で
す
。
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に
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収
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を
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勧
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す
。
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分
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で
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お
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※納税証明書 

〇市内 （I）個人 

②法人 

（・市タト ①ィ固人 

②法人 

市税（各税）・国税（申告所得税と消費税及び地方消費税） 

市税（法人市民税と固定資産税）・国税（法人税と消費税及び地方消費税）・代表者

個人の市税（各税） 
市町村税（市町村民税と固定資産税）・国税（申告所得税と消費税及び地方消費税） 

市町村税（法人市町村民税と固定資産税）・国税（法人税と消費税及び地方消費税） 

※支店及び営業所等が五所川原市内にある法人については、五所川原市の納税

証明書（法人市民税と固定資産税） も添付すること。 

平成12年度 

   

五所川原市 

 

般競争（指名競争）入札参加資格 

 

	宴杏由i害圭士旦H-j亜倉百
舎目．什p月貢I疋I山女1]具 

市では、平成12年度に発注する工事等の入

札に参加を希望する業者の申請書を受付いた

しますので、次により手続きをしてください。 

◇受付期間 平成12年 2 月1日（火）へ一 2 月29日 

吹）（土・日曜日及び祝祭日を除く） 

◇受付場所 市財政部管財課契約調達係 

◇提出書類 別表のとおり （各1部） 

各証明書等は、原寸大かっ鮮明なものであ

れば写しでも差し支えありません。 

◇提出方法 市内業者は持参してください。 

市外業者は郵送でも受付しますが、その場

合は受付表、返信用封筒（切手貼付）を必

ず同封してください。 なお、 2 月29日（火）消

印まで有効とします。 

◇申請書の有効年度 

・建設工事 平成12年度（ただし、市外業者

は平成12年～13年度有効） 

・測量等（測量・建設コンサルタント等） 

平成12年度（市外業者の追加分は平成12年 

度のみ有効） 

・物品等（役務の提供を含む）平成12年度

◇申請用紙の頒布先 

・建設工事 

（社）青森県建設業協会 

TEL 01 77-22-76 1 1 
（社）青森県建設業協会北五支部 

TELOI 73-35-2438 
・測量等（測量・建設コンサルタント等） 

（社）東北建設協会青森支所 

TELO 177-34-7754 
・物品等（役務の提供を含む） 

五所川原市役所財政部管財課 

※申請用紙は無料です。ただし、郵送を希望

する場合は返信用封筒（角 2 ）と切手（140円
分）が必要です。 

※物品等申請書交付期間 平成12年1月4日（火） 

-2月29日（メく）（土・日曜日及び祝祭日を除く） 

（注）書類の不備なものについては、一切受 

付いたしませんので留意してください。 

問い合わせ先 

管財課契約調達係 内線474 

建設エ事 
青森県統一様式又は建設省統一様式 

フラッ トフアイル（A4S型）に綴り込んで、フアイルの 

表紙に会社名を記載してください。 

添付書類 
1 経営事項審査結果通知書の写し 
〔経営事項審査基準の改正後（平成11年7月1日施行） 
のものに限る。 また、次期決算日が到来した場合は、 
審査基準日（決算日）から 7 ケ月以内に審査を受け、 
有効期間が満了となる’前に、再度提出すること〕 

2 工事経歴書 

3 営業所一覧表 

4 技術職員名簿 
〔市内業者にっいては、技術職員に関する資格の証明 
書等の写しを添付すること〕 

5 建設業許可証明書 

6 身分証明書〔個人のみ〕 

7 営業証明書〔個人のみ〕 

8 登記簿謄本〔法人のみ〕 

9 年間委任状〔必要な業者のみ〕 

10 ※納税証明書 
〔市内業者は直前1年分、市外業者は直前 2年分〕 

測量等（測量・建設コンサルタント等） 
建設省統一様式 

フラッ トフアイル（A4S型）に綴り込んで、フアイルの 
表紙に会社名を記載してください。 

添付書類 
1 測量等実績調書 

2 技術者経歴書 
3 営業所一覧表 
4 登録証明書等 

5 財務諸表類〔直前1年分〕 
6 身分証明書〔個人のみ〕 

7 営業証明書〔個人のみ〕 

8 登記簿謄本〔法人のみ〕 

9 年間委任状〔必要な業者のみ〕 

10 ※納税証明書〔直前1年分〕 

物品等（役務の提供等を含む） 
市独自様式〔申請用紙は、管財課にあります） 

添付書類 
1 ※納税証明書〔直前1年分〕 

2 身分証明書〔個人のみ〕 

3 営業証明書〔個人のみ〕 

4 登記簿謄本〔法人のみ〕 

5 財務諸表類〔直前1年分〕 

6 年間委任状〔必要な業者のみ〕 

7 物品等供給業者カード 

8 営業に必要な資格等の写し 

〔有資格者又は事業登録証明書など〕 

五所川原市役所 ft35-2111 
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※納税証明書 

〇市内 （I）個人 

②法人 

（・市タト ①ィ固人 

②法人 

市税（各税）・国税（申告所得税と消費税及び地方消費税） 

市税（法人市民税と固定資産税）・国税（法人税と消費税及び地方消費税）・代表者

個人の市税（各税） 
市町村税（市町村民税と固定資産税）・国税（申告所得税と消費税及び地方消費税） 

市町村税（法人市町村民税と固定資産税）・国税（法人税と消費税及び地方消費税） 

※支店及び営業所等が五所川原市内にある法人については、五所川原市の納税

証明書（法人市民税と固定資産税） も添付すること。 

平成12年度 

   

五所川原市 

 

般競争（指名競争）入札参加資格 

 

	宴杏由i害圭士旦H-j亜倉百
舎目．什p月貢I疋I山女1]具 

市では、平成12年度に発注する工事等の入

札に参加を希望する業者の申請書を受付いた

しますので、次により手続きをしてください。 

◇受付期間 平成12年 2 月1日（火）へ一 2 月29日 

吹）（土・日曜日及び祝祭日を除く） 

◇受付場所 市財政部管財課契約調達係 

◇提出書類 別表のとおり （各1部） 

各証明書等は、原寸大かっ鮮明なものであ

れば写しでも差し支えありません。 

◇提出方法 市内業者は持参してください。 

市外業者は郵送でも受付しますが、その場

合は受付表、返信用封筒（切手貼付）を必

ず同封してください。 なお、 2 月29日（火）消

印まで有効とします。 

◇申請書の有効年度 

・建設工事 平成12年度（ただし、市外業者

は平成12年～13年度有効） 

・測量等（測量・建設コンサルタント等） 

平成12年度（市外業者の追加分は平成12年 

度のみ有効） 

・物品等（役務の提供を含む）平成12年度

◇申請用紙の頒布先 

・建設工事 

（社）青森県建設業協会 

TEL 01 77-22-76 1 1 
（社）青森県建設業協会北五支部 

TELOI 73-35-2438 
・測量等（測量・建設コンサルタント等） 

（社）東北建設協会青森支所 

TELO 177-34-7754 
・物品等（役務の提供を含む） 

五所川原市役所財政部管財課 

※申請用紙は無料です。ただし、郵送を希望

する場合は返信用封筒（角 2 ）と切手（140円
分）が必要です。 

※物品等申請書交付期間 平成12年1月4日（火） 

-2月29日（メく）（土・日曜日及び祝祭日を除く） 

（注）書類の不備なものについては、一切受 

付いたしませんので留意してください。 

問い合わせ先 

管財課契約調達係 内線474 

建設エ事 
青森県統一様式又は建設省統一様式 

フラッ トフアイル（A4S型）に綴り込んで、フアイルの 

表紙に会社名を記載してください。 

添付書類 
1 経営事項審査結果通知書の写し 
〔経営事項審査基準の改正後（平成11年7月1日施行） 
のものに限る。 また、次期決算日が到来した場合は、 
審査基準日（決算日）から 7 ケ月以内に審査を受け、 
有効期間が満了となる’前に、再度提出すること〕 

2 工事経歴書 

3 営業所一覧表 

4 技術職員名簿 
〔市内業者にっいては、技術職員に関する資格の証明 
書等の写しを添付すること〕 

5 建設業許可証明書 

6 身分証明書〔個人のみ〕 

7 営業証明書〔個人のみ〕 

8 登記簿謄本〔法人のみ〕 

9 年間委任状〔必要な業者のみ〕 

10 ※納税証明書 
〔市内業者は直前1年分、市外業者は直前 2年分〕 

測量等（測量・建設コンサルタント等） 
建設省統一様式 

フラッ トフアイル（A4S型）に綴り込んで、フアイルの 
表紙に会社名を記載してください。 

添付書類 
1 測量等実績調書 

2 技術者経歴書 
3 営業所一覧表 
4 登録証明書等 

5 財務諸表類〔直前1年分〕 
6 身分証明書〔個人のみ〕 

7 営業証明書〔個人のみ〕 

8 登記簿謄本〔法人のみ〕 

9 年間委任状〔必要な業者のみ〕 

10 ※納税証明書〔直前1年分〕 

物品等（役務の提供等を含む） 
市独自様式〔申請用紙は、管財課にあります） 

添付書類 
1 ※納税証明書〔直前1年分〕 

2 身分証明書〔個人のみ〕 

3 営業証明書〔個人のみ〕 

4 登記簿謄本〔法人のみ〕 

5 財務諸表類〔直前1年分〕 

6 年間委任状〔必要な業者のみ〕 

7 物品等供給業者カード 

8 営業に必要な資格等の写し 

〔有資格者又は事業登録証明書など〕 

五所川原市役所 ft35-2111 
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●

2
月
2
日
困
・
2
月
1
6日
困
 

はつらつ女性課内線234・236 

国際高齢者年
口ゴマーク 

ー
す
べ
て
の
世
代
の
た
め
の

長
寿
社
会

を
め
ざ
し

て
ー
 

青
森
県
長
寿
社
会
憲
章
 

長
寿
の
時
代
を
迎
え
、
生
涯
に
わ

た
り
、
健
や
か
で
生
き
が
い
の
あ
る

人
生
を
送
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
共

通
の
願
い
で
す
。
 

私
た
ち
は
、
美
し
い
自
然
に
恵
ま

れ
豊
か
な
文
化
や
伝
統
に
育
ま
れ
た

こ
の
ふ
る
さ
と
あ
お
も
り
の
大
地
で
、
 

未
来
に
夢
を
持
ち
、
長
寿
を
喜
び
あ

え
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
こ
の

憲
章
を
制
定
し
ま
す
。
 

私
た
ち
の

5

つ
の
心
が

け
 

・

心
と
体
と
健
康
づ
＜
り
 

に
つ
と
め
ま
す
 

・

思
い
や
り
の
心
と
総
を
 

大
切
に
し
ま
す
 

・

自
ら
里
塗
芝

責
仕
で自
分
ら
し＜

美
し
＜
生
き
ま
す
 

・

一
人
ひ
とり
の
生
き
方
や
経
験
を

大
切
に
し
ま
す
 

・

持
て
る
力
を
社
会
の
た
め
に
 

生
か
し
ま
す
 

青
森
県
健
康
福
祉
部
高
齢
福
祉
課
 

臓器提供意思表示カート 

厚生省・（社）日本臓器移植ネット’フーーク
ドナー情報用全国共過週絡先’01 20 22 一 0149 

あなたの意思裏庁！ 

雷 貫気 、 

や 	魁・ 

五所川原市役所 丑35-2111 9 平成12年1月15日 

、
 

,
 

健

康
相
談
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳

（
お持
ち
の
方
）
 

ー

各
地
区
で
の
 

身
も
心
も
さ
っ
ぱ
り
す
る
 

健
康
相
談
ー
 

●
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3
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、
1
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集
会
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テ
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2
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2
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日
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3
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、
1
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中
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●

2
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7
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回
 
1
0時
3
0分

、
1
2時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
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す
く
す
く
健
診
 

●

受
付
 
1
2時
3
0分

、
1
2時
4
5分
 

働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

※
3
歳
児
健
診
の
み
は
1
2時
1
5分

、
1
2
 

時
3
0分
に
受
付
し
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

母
子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル
 

※
お
願
い
 
検
診
に
来
ら
れ
な
か
っ
た

方
は
、
は
つ
ら
つ
女
性
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。病
気
治
療
中
の
お
子

さ
ん
は
、
翌
月
に
健
診
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
 

す
こ
や
か
 

発
達
相
談
 

母
と
子
の相
談
日
 

1
0時

、
1
2時

・
1
3時

、
1
5時
 

働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

※
2
月
1
6日
の
午
後
は電
話
予
約
と
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

◇
内
容
 

各
月
齢
で
の
成
長
、
発
達
、
育
児
、
 

遊
び
、
栄
養
（
離
乳
食
等
）
相
談
 

臓
器
提
供
に
 

こ
協
力
を
ノ
 

臓
器
移
植
は
、
皆
様
の
命
へ
の
優
し

さ
と
思
い
や
り
に
よ
る
臓
器
提
供
が
あ

っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
もの
で
す
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）
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お
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で
、
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方
は
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だ
さ
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保
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年
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年
金
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 献

血
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内
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3
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、
1
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護
老
人
ホ
ー
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荘
前
 

対 象児 期 	日 

4 カ月児 

健 	診 

平成11年 

9 月生まれ 
2 月1日（火） 

I 	歳 
6 カ月児 
健 	診 

平成10年 

8 月生まれ 
2 月22日（火） 

3 歳児 

健 	診 

平成 8 年 

10月生まれ 
2 月17日（木） 

はつらつ女性課内線234・236 
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の
成
長
、
発
達
、
育
児
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び
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栄
養
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乳
食
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相
談
 

臓
器
提
供
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こ
協
力
を
ノ
 

臓
器
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植
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皆
様
の
命
へ
の
優
し

さ
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い
や
り
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る
臓
器
提
供
が
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っ
て
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そ
成
り
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つ
も
の
で
す
。
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れ
を
意
志
表
示
す
る
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ー
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器
提
供
意
志
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示
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ー
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（
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ー
カ
 

ー
ド
）
を
次
の
場
所
に
設
置
し
て
お
り
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す
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ご
希
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の
方
は
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持
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く

だ
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い
。
 

◇
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史
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人
の
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保
健
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ン
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ー
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労
青
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ホ
ー
ム
・
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課
・
は
つ
ら
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、
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献
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の
こ
案
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2
月
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9
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軽
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北
五
支
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2
月
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困
1
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1
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川
原
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所
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2
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所
川
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保
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1
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別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 
青
山
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平成11年 
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1
6
健
 
カ
 
月
 
歳
児
診
 

平成10年 
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3 歳児 

健 	診 

平成 8 年 

10月生まれ 
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臓器提供意思表示カード 

具どコ 
あなたの’ 1 	。とうございます」，きI 一 このカート，二常に接幕 j 一ください 

厚生省‘（社）日本臓■移植ネットワーク 
ドナー柵報用全■共過週絡先二 0120 一 22 -0149 
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材料（4-5人分） 
大根 2009 菊 	 409 
にんじん 
きゆう‘) 
干ししいたけ 

309 
1/2本 
2枚 

Lエ I 酢 	大さじ2-3 
甘」 z同い“ 	~一~ I一 1 

町響西ノ」、含邑1/ら 
しらたき 509 I 白ゴマ 1/3カップ 
油揚げ 1枚 亜 I 酢 	大さじ3 
一 I だし汁1たカップ
煮 I 気“II『二二二了, 

	

愛｛砂糖 	大さじ1 汁 1ど雪 

	

l醤油 	大さじ1 

表 1 砂糖大さじ2 -3 
l醤シ由 大さじ1弱 

お正月料理 

五所川原市食生活改善推進員会 

一
一
一一
一
一
 
一
一
一
一
 

いろいろな具を混ぜて彩りも良く、おしゃれ

なナマスです。ゴマの香りとコクが生きていて

サラダ感覚で食べられるところが若い方にも好

評です。食物繊維も豊富でヘルシーな一品です。 

作り方

①大根、にんじん、きゆうりはそれぞれ 3 セ

ンチの長さに千切りし、塩少々をふり20分
程おき、しんなりさせ、洗って水気を絞り

酢大さじ 1 で酢洗いし、もう一度絞る。 

②干ししいたけはもどして薄切りに、しらた

きは茄でて 3 センチ長さに、油揚げは油ぬ

きし千切り。以上を煮汁で煮る。 

③茄でた菊は甘酢につける。あえ衣をつくり、 

それぞれ水気を絞った材料をあえる。 

	ろ 

~ 

彫日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

nイ
。
  

ノ
 
2
  

［口
  

（医）華峰会 
冨田胃腸科内科医院 

五所川原市みどり町4-128 34-3211 

ノI' 30 口
目
 

田辺胃腸科外科医院 五所川原市字旭眼0-1 35-6355 

※注 1．対応時間 9:OO-17:OO（電話で確認してから）。 
2．その他、消防署（救急医院案内 廿34-4999) で’ 
紹介します。 

裸
参
り
を
守
り
続
け
て
3
5年
 

今
 

柾
 
義
さ
ん

（7
3歳）
 

ー
飯

詰
 I 

今回は、約300年以上続いてきた五穀豊眺の

行事「飯詰裸参り」 の責任者今柾義さんを紹

介します。今さんが子どもの頃から見てきた

裸参りを継承したのは、今から35年前、稲荷

神社の別当になった時からです。 

「私が生まれる前から行われてきた裸参り

は戦時中も行われ、毎年大晦日の行事でした。 

12月から寄付集めや俵あみ、 しめ縄作りが行

われ地域の交流の場として活動し、35年間み

んなで高館城の守り神稲荷神社を守ってきま

した」 と語る今さん。裸参りに参加した親か

らは、神様に対して新しい年を体を清め人生

の厳しさを乗り越えるためにも1回は、子ど 

ー もに裸参りに参加させたいと思っていたとい 

て う意見が。また、実際に参加した若者も寒い

中裸で歩いて我慢した体験が人生の中で大変、 

力になったと話しています。 

「昨年は、名古屋、岐阜から来ていたし、 

青森や東京などからも観光ブックを見て参加

したいと電話がくるんですよ」 と裸になる人

がいないとどうしようか考えた昔を振り返る

今さんは 「昨年は、五所川原市伝統文化功労

賞をもらったせいか12人の志願者がきたんで

す。 本当にうれしいことです。 地域の方だけ

でなく体験したい方はどしどし連絡してくだ

さい。まわしなどを用意していますので体ひ

とつで来ていただければ結構です」 と伝統の

火を絶やさない決意を語ってくれました。 

この記事を読んで是非とも参加して見たい

と思う方はTEL 01 73-37--2727 
今さんまでご連絡を。 

はつらつ女性課 内線237 
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